
 

 

 

加美町農業委員会農地等の利用の最適化に関する指針 

 

令 和 ５ 年 ３ 月 

 加美町農業委員会 

 

 

農業委員会等に関する法律第７条に基づく加美町農業委員会に係わる指針は以下のとお

りとする。 

なお、この指針は加美町で作成している農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想が

令和１２年度末を目標と定めていることから、同様に令和１２年度を目標とし、３年ごと

に目標設定の考え方や取組方法などについて検証及び見直しを行う。 

 

記 

 

１．遊休農地の解消について 

 管内の耕地面積（A） 耕作放棄地面積（B） 耕作放棄地の割合

（B/A） 

令和２年３月 ６,１５０㏊ ２２９.１㏊ ３.７% 

令和４年度末までの目標 ６,１５０㏊ ２１８.０㏊ ３.５% 

現    状 

（令和５年３月） 
６,１６０㏊ ２２３.８㏊ ３.６% 

３年後の目標 

（令和８年３月） 
６,１５０㏊ ２１３.３㏊ ３.５% 

目    標 

（令和１２年３月） 
６,１４０㏊ ２０２.８ha ３.３% 

 

（１）遊休農地の解消目標      ２１.０ha  

  【目標設定の考え方】 

  ・令和１２年度末までに遊休農地の全体面積２２３.８haのうち国営やくらい山麓パイロット事業

の遊休農地（１８１.８ha）を除く４２.０haの５０％を解消することを目標とする。 

（２）遊休農地解消の具体的な取り組み方法 

  ・農業委員会と農地利用最適化推進委員が連携を取り、利用状況調査を実施し、遊休農地の所有者

の意向調査や相談・指導を行い、現況を確認し、再生困難な農地については、農地調査会で検討し、

非農地の判断を行う。また、各委員個人で行う農地パトロールで、違反転用の発生防止・早期発見

や農地の適正な利用の確認等に関する現場活動を、利用状況調査の時期にかかわらず、定期的に実

施する。 



２．担い手への農地利用集積について 

 管内の耕地面積（A） 集積農地面積（B） 集積率（B/A） 

令和２年３月 ６,１５０㏊ ４,９２２.０㏊ ８０.０% 

令和２年３月までの目標 ６,１５０㏊ ４,９５１.８㏊ ８０.５% 

現    状 

（令和５年３月） 
６,１６０㏊ ４,８３０.０㏊ ７８.０% 

３年後の目標 

（令和８年３月） 
６,１５０㏊ ４,９０２.０㏊ ７９.７% 

目    標 

（令和１２年３月） 
６,１４０㏊ ４,９７４.０ha ８１.０% 

（１）担い手への農地集積目標     １４４.０ha 

  【目標設定の考え方】 

・現在加美町では耕地面積が６,１６０ha、担い手への集積面積は４,８３０haで７８.０%の集積

率となっている。加美町で作成している「農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想」におい

て令和１２年度末までに８１%（４,９７４.０ha）の集積を目標としている。目標値４,９７４.０

haから現在の集積面積の４,８３０haを除いた１４４.０haを目標とする。 

（２）担い手への農地利用集積のための具体的な内容 

   ・農地の利用集積に向けた掘り起し活動や、担い手への農地利用集積に向けたあっせん活動を行う。 

 

３．新規参入の促進について 

 新規参入者数（個人） 新規参入者数（法人） 

令和２年３月 ９人 １１法人 

令和５年３月までの目標 ６人 ４法人 

現    状 

（令和５年３月） 
１３人 １３法人 

３年後の目標 

（令和８年３月） 
１０人 ７法人 

目    標 

（令和１２年３月） 
１４人 １１法人 

（１）新規参入の促進目標     ２５経営体 

  【目標設定の考え方】 

   ・過去５年間の年間新規参入者の実績から算出した平均を令和１１年度末までの目標とする。 

   ・令和５年３月で法人の参入については目標を達成している。 

（２）新規参入の促進に向けた具体的な内容 

   ・意欲ある就農希望者や参入を希望する法人に対しての就農相談を町・普及センター等の関係機

関との連携を図りながら、新規参入の促進を行う。 


